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古くから島の昆虫は、分布学的に多くの学者の研究| よく飛来する。幼虫はスギ、アカマツ等に寄生する。
対象となってきたが、淡路島の昆虫相については意外| ー名ムネマルクロカミキリという。
な程何も知られていない。昆虫に関する文献も、まとC erambycinae カミキリ亜現
まったものは今までの所みあたらない状態である。こ 4. L eontium viride T homson ミドリカミキリ
れは淡路島が本土に極く接近した位置にあり、面積も| 洲本市安乎町( l 8 - " V I-1947，30一軍一1鈍 7)
広いため島としての特徴が少ないととと、九州方面の 6 - 7月頃平地の花上に見られるが個体数はあまり
島々や千島列島等に比較して、地理的な興味もうすか| 多くない。
ったためと思われる。
起は昭宋回1年以来、毎年島内の各地に出かけて主に

蝶類を採集し、その結果は本誌前号くV o1. 3， No. 3 )  
に発表したが、同時に他の昆虫類もいくらか採集して
きたので、ここに甲虫類のうち、カミキリムν科につ
いての目録を作成してみた。しかしながらこれまでの
調査は極めて不十分なものであり、淡路に産するカミ
キリムν科の一部にすぎないが、今後の調査研究に少
しでも役立てば幸いと思い敢て発表することにした。
今手許にある採集品に基いて、各種の採集地名と採

集年月日を掲げ、併せてこれまでの観察結果を簡単に
記述した。街和名と学名は保育社の原色日本昆虫図鑑
( 甲虫編〉によったものであり、叉一部採集品の同定
に宝場昆虫館の標本を参考にさせていただいた。

Cerambycidae カミキリムシ斡
Prioninae ノコギリカミキリ車斡

1. Prionus insularis MotschuJsky 
ノコギリカミキリ

洲本市安乎町 ( 2 3 -"VI-1947，23一唖- 1 9 4わ
6 - 8 月頃各地に普通に見られ、煙火によく飛来す

る。幼虫はスギ、アカマヅ等に寄生する。一名ノゴギ
リム乙/という。

Disteniinae ホソカミキリ亜器

5. Xystrocera globosa Olivier アオスジカミキリ
洲本市安乎町 (10-唖-1950，5ー唖-1951)
7 - 8 月頃見られる普通種で、置火によく飛来する

が、昆聞はあまり見かけない。夜間活動性のようであ
る。 ー名セスジカミキリ、 プタスジマノレムネカミキ
9、ゴクV ユシマノレクピカミキリという。
6. Pseudaeolesthes chrysothrix Bates 

キマダラカミキリ
先山 (30-唖-1948)
7 - 8 月噴先山に見られるが、個体数は少なく他で

はまだ採集していない。夜間活動性で麿火に飛来す
る。一名キマダラヤマカミキリという。
7. Mallambyx raddei Blessig ヤマカミキリ
洲本市安乎町1 (2 9 -百一1951)、洲本市由良町 ( 1ー

唖- 1 ;弱1 )
7 - 8 月頃、クヌギやカνワの木に見られるが個体

数はあまり多くない。幼虫はクリ、クヌギ、カる/ ワ等
の材部を加害する。一名ミヤマカミキリ、ナラカミキ
リ、クヌギカミキリムνとし、ぅ。
8. Callidium rufipenne Motschulsky 

ヒメスギカミキリ
洲本市安乎町( 15 -}V-1947) 
この種は成虫で越年し翌早春外界に出るが、割{ 本市

2. Distenia gracilis Blessig 
先山 (23ー百-1951)

ホソカミキリ l 安乎町で、 4 月頃スギの枯木に多数集まっていた。幼
虫はスギ、ヒノキ等を加害する。

今までに先山で I頭採集したのみである。一名ホソ 9. Xylotrechus chinensis C hevrolat 
パカミキリという。 I トラフカミキリ

Aseminae マルクピカさキリ亜科 |  洲本市安乎町( 14一四一1946)
3. SpondyJis buprestoides Linne クロカミキリ l 今までにカボチヤの葉上にいたのを 1頭採集したの
洲本市安乎町(23一百一1947，10一唖-1951)、先山| みである。とまっている所は一見、スズメパチのよう
( 8 -Vl-1947) である。ー名トラカミキリ、クワトラカミキリ、クワ
最も普通の種で 7 - 8 月頃各地に出現し、歴火にも| ノトラフカミキリ、 クワトラムジ、 ハチカミキリ、
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オオトラムνという。
10. Chlorophorus diadema inhirsutus 

恥1atsushita クロ干ラカミキリ
洲本市安乎町 (25一唖-1947)
最も普通の種で 7 - 8 月頃各地に多産し、家の中ま
で入ってくることがある。
11. Chlorophorus annularis Fabricius 

タケトラカミキリ
洲本市安乎町 (24一酉-1947. 31一四- 1 9 4 7 . 2 9 -

官-1951)
最も普通の種で 7 - 8 月頃各地に多く、家の中へ入
って来ることもよくある。
12. C hlorophorus japonicus Fabricius 

エグリトラカミキリ
洲本市安乎町 (26-v{ -1947. 2 3 - V  -1948) 
普通の種で 5 - 7 月頃各地に多い。 5 - 6 月には

本種のみであるが、 7 月に入るとクロトラカミキリと
ー諸に見られる。ー名コクロトラカミキリ、トラカミ
キリという。
13. C hJorophorus quinquefasciatus Castelnau 

et G ory ヨヅスジトラカミキリ
洲本市安乎町 (21ー百-1946)、三熊山 (25-百 -
1952) 
7 月頃見られるがあまり多くない。一名イツスジト

ラカミキリとし、ぅ。
14. Purpurricenus temmincki Guerinー

Meneville ペニカミキリ
洲本市安乎町 (23-V  -1948) 
5 月項平地の花上にかなり見られる。幼虫は竹を加

にとむが、採集品は大型で上趨は灰色の地に黒色の帯
状紋がある。
18. Anoplophora m a1asiaca Thomson 

ゴマダラカミキリ
洲本市安乎町 ( 1一司-1947. 2 3 -¥1-1947) 
極めて普通の種で、 6 - 8 月噴平地にも山地にも見
られ、カミキリムν類のうち個体数が最も多い。ク
ワ、イチジク、ミカシ等によく集まり、幼虫はこれ等
の木を加害する。ー名ホ志/ カミキムクワゴマダラカ
ミキリ、ゴマカミキリ、ヤナギカミキリ、ケキリムν
という。
19. Uraecha bimacu1ata Thomson ヤハズカミキリ
洲本市安乎町( 1 6 -V  -1948)、先山(12一軍一1952)
5 - 8 月頃見られるが個体数はあまり多くない。底

火に飛来することがある。
20. Monochamus a1ternatus Hope 

マツノマダラカミキリ
洲本市安乎町 (20一司-1947. 20一直一1947. 24ー

百一1947)
普通種で 6 - 7 月頃各地に見られ個体数も多い。昆

間活動するが夜間歴火にも集まる。幼虫はアカマヅ、
クロマツ等の衰弱木に寄生する。一名マツノトピイロ
カミキリ、マダラカミキリ、アミメヒグナガカミキリ
という。
21. Batocera lineo1ata Chevrolat 

主/ ロスジカミキリ
先山 (17-V{-1951)
6 月境見られる普通種であるが、淡路には割合少な

いようである。幼虫はクヌギ、クリ、志/ イ類、ヤナギ
害し、 9 月頃成虫となってそのまま越冬して翌早春外| 類等に寄生する。ー名カミキリムν、オオカミキリ、
部に出るため、冬期に竹を割ると成虫が見られること lνラフカミキリ、クリカミキリという。
がある。 22. Apriona germari ja伊 nica Thomson 
15. Purpuri国 nus spectabi1is  Motschu1sky クワカミキリ

ヘリグロペニカミキリ| 洲本市安乎町( 18 -V{-1947. 2 4 -租-1947)
洲本市安乎町 (20-v{ -1946) 最も普通な種で 7 - 8 月頃各地に見られる。成虫は
6 月頃平地に見られるが、個体数は少ないようであ| クワの木には特に多く集まり、その他ヤナギ類、イチ

り、洲本市安乎町以外ではまだ採集していない。 Iジ夕、ピワ、ナν、ミカシ等にも多く集まる。幼虫は
フトカミキリ亙私 Lamiinae これ等の木を加害する。ー名ピワムν、クワノミドリ

16. Monochamus subfasciatus Bates カミキリという。
ヒメヒグナガカミキリ I 23. Mesosa hirsuta Bat田カタνロゴマプカミキリ

先山 ( 8 -彊ー1951.3-唖-1952. 23一彊-1952) I  先山 (23一四-1951)
8 月頃先山には普通で、伐採木に集まっているのを| 今までに先山で 1頭採集したのみであり、他ではま

みかけるが、他ではまだ採集していない。 Iだ見かけたことがない。
17. Cypriola luxuriosa Bates センノカミキリ 24. Niphona furcata Bates 
先山 ( 4 - . - 1 9 4 9， 1 2 -Vl-1952) ハイイロヤハズカミキリ
8 月噴先山に見られるが極めて少なく、他ではまだ 1947年 5 月項、洲本市安乎町で枯竹を割っていて、

採集していない。この種は体の犬きさ、斑絞等の変化 i本種の成虫をみかけ採集したことがあったが、標本は
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破損して現在手許にない。幼虫はマダケの枯拝を加害| 本市安乎町以外ではまだ採集していない。
する。ー名ハイロヤハズカミキリ、タケノハイイロカ
ミキリ、ムギカミキリという。
25. Ptero]ophia rigida Bates 

アトモシサピカミキリ
洲本市安乎町 (15-IV-194乃
4 月にスギの枯木にいるのを採集したことがある

が、これは成虫で越冬したものらしい。幼虫がスギを
加害するかどうかは確かめていない。
26. Ptero]ophia annu]ata Chevro]at 

ワモシサピカミキリ
洲本市安乎町( 16一胃 -1951)
6 月噴見られるが、極めて少なく洲本市安乎町以外

ではまだ見かけたことがない。一名ポーリシグカミキ
リという。
27. Pterolophia caudata Bates 

トガリ V ロオピサピカミキリ
洲本市安乎町 (2ト百-1946)、 先山( お一理-
1951， 12ー唖-1952)
7 - 8 月頃平地にも山地にも見られる普通種で、成

虫はワパメガνによく集まる。幼虫はカジ類、プジ、
イチジク等の枯枝に寄生する。一名オオサピカミキリ
という。
28. Asaperda rufipes Bates 

キクスイモドキカミキリ
洲本市安乎町 (18一司-194η
6 月頃草原に見られるが個体数は少なく、洲本市安

乎町以外ではまだ採集していない。
29. Eutetrapha 配 elota Bates ヤツメカミキリ
先山 (23-W-1951)
億体数は少ないようで、今までに先山で 1頭採集し

たのみである。原理の体色は灰緑黄褐~ 責褐色である
が、採集したのは灰緑色の f. maculithorax Pic で
あった。
30. Glenea relicta Pascoe i / ラホ主ノカミキリ
先山 (30一百-1948，12-唖-1952)
7 - 8 月頃先山に見られるが個体数は少なく、他で

はまだ採集していない。一名チヤイロカミキリとい
う。
31. Oberea vittata Ble田 ig ホソキリシゴカミキ P
洲本市安乎町 (26一司-1947)
6 月噴平地に見られるが個体数は少ないようで、測

山本義丸氏の名誉

32. Nupserha margine])a Bates 
ヘリグロリシゴカミキリ

三熊山 (25一曹-1952)、常隆寺山 (11一軍-1952)
7 - 8 月頃山地には普通に見られるが、平地ではま

だ見かけたことがない。採集品は腹面の胸板が暗色を
帯びている。
33. Phytoecia rufiventris Gautier 

キクスイカミキリ
洲本市安乎町( 1 . 9 -VI -194η 
成虫は 6 月項平地に見られ、キクやヨモギに集まる
が個体数はあまり多くない。幼虫は有名なキクの害虫
たある。一名キクスイという。
以上これまでに採集しでのは僅かに 5 亜科詔種にす
ぎないが、今後も調査研究を続けたいと思うので、同
好諸賢の御教示をいただければ誠に幸いである。( 7一
四一回目〉
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